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住宅外形の数量化 による 「豪華 さ」のイメージ予測

          増田 稔 ・今道 香織

Prediction of "Gorgeous" Image of Houses by means of 

       Numerization of their External Forms 

        Minoru MASUDA and Kaori IMAMICHI

                 要    約

 住宅のイメージ,特 に 「豪華な」イメージと関連する住宅外形の特徴の数量化 を行 うため,ま

ず,こ こ30年余に販売 された住宅の写真及びその線画によるイメージ調査 を行い,そ の結果をう

まく説明できる住宅外形の特徴量を種々考 えてみた。ハ ウス ・メーカーは,年 代 とともにより

「豪華な」 「住みたい」イメージの住宅を販売する傾向があ り,そ の結果,よ り複雑 な外形の住宅

を年々提案することになる。複雑な住宅ほど,線 画化 された外形の交点数が多 くなる傾向があ り,

交点数 と 「豪華な」 「住みたい」 との関係を調べた結果,こ れらの間に相関係数0.81,0.79と 高い

相関のあることが明 らか となった。また,こ れとは異なる数量化法 として,直 方体数Bと バルコ

ニーや出窓,ド ーマーなどの大型装飾パーツ種類数Z)を用いて表す方法を考え, 「豪華 さ」Gの

予測式 として,

 G=:0.72B十1.93ヱ フー3.43

を提案 した。一方, 「洋風な」イメージは直方体数B及 び屋根数Rと は負の相 関にあ り, 「洋風

な」のイメージEの 予測式として次式

 E=-0.74E-0.76 R十5.17

を提案した。

                1.緒   言

 どのような家 を建てるか,あ るいは,購 入 しようかを決める場合,見 た 目のイメージすなわち

外観は非常に重要な因子 となっている。大抵の場合 「住みたい」家 は 「豪華 な」家であ り,各 住

宅メーカーは価格の割に豪華に見える買い得感の高い家 を提供する努力 をしている。それでは,

住宅の外形の 「豪華 さ」はどのような因子で決まるのだろうか,ま た,そ れを客観的に,す なわ

ち数量的に予測する方法はないのだろうか。

 著者は以前'),住 宅外形のシルエット画像を用いて,変 曲点数及びコーナー数の対数 と 「複雑

な」イメージの間に高い相関があること,ま た,「 複雑さ」と 「豪華 さ」 の間に高い相 関のある

ことを確かめている。本研究では,実 際の住宅の写真をもとに, 「豪華さ」 を定量的に予測する

方法について検討を行った。
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                 2.ア ン ケ ー ト調 査

 まず 最初 に,過 去 か ら現 在 まで の 住 宅写 真 を,住 宅 雑 誌,パ ン フ レ ッ トあ る い は 住 宅 メ ー カ ー

の社 史,さ ら に また 各社 の提 供 可 能 な 過去 の資 料 よ り集 め,こ れ を撮 影 して 同 一 サ イ ズ の 白 黒 写

真 に焼 き,被 験 者 の イメ ー ジ 評 定 用 サ ンプ ル と した(Fig,1)。 写 真 サ ンプ ル の 場 合,住 宅 の周 り

の植 栽 や フ ェ ンス な どの外 構 の 影響 が無 視 で きない と考 え られ た の で,写 真 とは 別 に,写 真 を も

とに住 宅 の み を線 画化 した サ ンプ ル を作 製 した(Fig.2)。 線 画化 は,ま ず 写 真 をパ ソ コ ンに つ な

が っ た ス キ ャナ で 入 力 し,こ れ を下 敷 きに,画 像 ソ フ ト"花 子" (ジ ャス トシ ス テ ム)を 用 い て

トレー スす る要 領 で マ ニ ュ ア ル で線 画 を作 製 した。 写 真,線 画 い ず れ も25枚 ず つ で,大 き さ は7.5

cm×11cm,5mm厚 の糊 付 きス チ ロ ー ル板 に貼 っ て提 示 用 サ ン プル と した 。

 イ メ ー ジ の ア ンケ ー ト調 査 で は,「 住 み たい 」 「モ ダ ンな 」 「豪 華 な 」 イ メ ー ジ そ れ ぞ れ につ

い て,こ れ らの イ メ ー ジ の強 い順 にサ ンプ ル を並 べ て も らっ た 。順 序 付 け 作 業 は,80cm×120cm

の グ レーペ ーパ ー(明 度N5の マ ッ ト仕 上 げ)を 貼 った ス チ ロ ー ル 板 の 上 で 行 っ た。 被 験 者 はい

ず れ も21～26才 の京 都 大 学 の学 生 で,写 真 サ ン プル につ い て は,男 子15名,女 子15名,線 画 サ ン

プ ル につ い て は,男 子16名,女 子15名 で あ った 。

 ア ン ケ ー ト結 果 の 集 計 及 び数 値 化 は,平 均 標 準 偏 差基 準 化 法a)す な わ ち,次 の 方 法 で 行 った 。

 あ る被 験 者 の ア ンケ ー ト結 果 にお い て,n枚 の サ ンプ ル 中1位 の サ ン プ ル に はn点 を, n位 の

もの に は1点,k番 目の もの に は(n+1一 幻 点 を与 え た 。 あ るサ ン プ ル1の あ る イ メ ー ジ に

関 す る点 数 を被 験 者 総 て につ い て 合 計 し,被 験 者 数mで 除 し,平 均 点 瓦 を求 め た 。 こ のS;か ら

平 均 順 位 値(n+1)/2を 引 い た 値 耳=瓦 一(n-1)/2と し,あ るサ ンプルiの あ るイメー

ジ に関 す る被 験 者 ノ間 の 評 価(得 点)の ば らつ き び、

    Σ(S;;-S;)(の)2
   ノニl
Qf=
      n-1

を求 め る。 サ ン プル 間 で 異 な るa,の 平 均 値Qe.

    Σ a(け)、
    1=1
σav=

各サ ンプ ル の5、 を このa,.で 除 し,基 準 化 した値u、=5、/σ 。.を求 め た 。 以下,イ メ ー ジ 評 点 と

して こ の値u、 を使 用 す る。

                 3.結 果 及 び 考 察

3.1 販 売 開始 年 とイ メ ー ジ

 Fig,3～8に,販 売 開始 年 と各 イ メ ー ジ の 関係 を示 す 。 年 代 と と も に よ り一 層 「豪華 な 」 「モ ダ

ンな」 「住 み た い」 イ メ ー ジ の 強 い家 へ と改 良 が 加 え られ て い る こ とが よ く わ か る 。Table 1及

び2に 示 す よ うに,こ れ らの イ メ ー ジ相 互 の 間 に は 非 常 に高 い 相 関 が 認 め ら れ る。 す な わ ち,

「住 み た い 」 家 は,「 豪 華 な」 家 で あ り,ま た 「モ ダ ンな」 家 で もあ る。

 写 真 サ ンプ ル と線 画 サ ンプ ル の ア ンケ ー ト結 果 を比 較 す る と,写 真 サ ン プ ル の 方 が 線 画 サ ンプ

ル よ り もイ メ ー ジ得 点 の幅 が広 い 。 こ れ は,写 真 サ ン プル に は 表 現 さ れ て い る が 線 画 サ ン プ ル で

は表 現 され て い な い 因子 の影 響,例 え ば,豪 華 な外 形 の 家 には,よ り豪 華 に見 え る よ う な 植 木 や







         Table 1イ メ ー ジ相 互 の 相 関(写 真 サ ン プ ルFig.1の 場 合)

Coefficients of correlation between images(in the case of photo samples Fig.1)

                        豪 華 な   住 み た い  モ ダ ン な

                       gorgeous  like to live in  modern

      豪 華 な  gorgeous    1.000   0.990    0.988

      住 み た い like to live in  1・'1   1.000    0.978

      モ ダ ンな modern     O.998    0.978    1.000

           Table 2 イ メー ジ相 互 の 相 関(線 画 サ ン プルFig.2の 場 合)

Coefficients of correlation between images(in the case of line drawing samples Fig.2)

                         豪華 な   住 み た い   モ ダ ンな

                        gorgeous like to live in modern

        豪 華 な  gorgeous     1.000     0.971     0.973

        住 み た い like to live in  O,971    1.000    0.943

        モ ダ ン な modern     O.973    0.943    1.000

生 垣 な どの外 構 が施 され て お り,ま た,タ イ ル な ど,よ り豪 華 な テ ク ス チ ャの 壁 面 材 料 が 用 い ら

れ て い る場 合 が 多 い こ と等 に よる もの と考 え られ る 。 イ メ ー ジ 得 点 の 幅 は,写 真 サ ン プ ル の 方 が

線 画 サ ンプ ル に比べ て 「豪華 な」 で約1.4倍,「 住 み た いJ「 モ ダ ン な」 で 約1.25倍 で あ っ た 。

3.2 交 点 数 に よ る住 宅外 形 の特 徴 の 数 量 化 とイ メ ー ジ予 測

 外 形 の複 雑 な もの は 「豪華 」 に見 え る傾 向 が あ る の で,複 雑 さ の 指 標 と して,線 画 サ ン プ ル で

の 交 点 数(Fig.9参 照)を 用 い る こ とに した 。 Fig.10に 線 画サ ンプ ル を用 い た と きの 「豪 華 な」 イ
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メ ー ジ の ア ンケ ー ト結 果 と交 点 数 の 関 係 を 示 す 。 外 形 が 複 雑 に な る ほ ど,交 点 数 が 増 え,ま た

「豪 華 な」 イ メ ー ジ も高 くな る こ とが 読 み 取 れ る。Fig.11に 写真 サ ンプ ル を用 い た ときの 「豪 華 な」

イ メ ー ジ と,そ の 写真 に対 応 す る線 画 サ ンプ ル の交 点 数 との 相 関 を示 した 。Fig.10の 相 関 係 数o,81

と比 較 す る と,Fig.11の 相 関係 数 は0.71と 低 い(Table 3)。 線 画 の交 点 数 を用 い て い る の で あ る

か ら,線 画 の イ メ ー ジ と相 関 が 高 く て 当 然 と言 え

ば 当然 で あ る が,交 点 数 が そ の サ ン プ ル そ の もの

の イ メ ー ジ に大 き く関 与 して い る こ と を 暗 に示 し

て い る 。Fig.12及 び13に 交 点 数 と 「住 み た い 」 及

び 「モ ダ ンな」 との 関 係 につ い て も示 し た 。 これ

らの イ メ ー ジ の なか で は 「豪 華 な 」 イ メ ー ジ と交

点 数 と の相 関係 数 が 最 も高 い(Table 3)。
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             Table 3線 画 で の交 点 数 とア ンケ ー ト結果 との相 関

       Coefficients of correlation between intersections of line drawing

       of houses and results of questionnaires

                    i  ア・ケートに用いたサ・プル
                        Samples used for questionnaires

                       線 画サ ンプル     写真サ ンプル

                     Line drawing sample  Photo sample

       豪華 な  gorgeous       O.81        0.71

       住 みたい 1ike to live in     O。79        0.70

       モダ ンな modern        O.75         0.67

3.3 直方体数,屋 根数,大 型装飾パーッ数に

   よる数量化とイメージ予測

 交点数が 「豪華さ」のよい指標となることが確

認 されたが,写 真画像を自動的に線画化するには,

写真画像の微分を行ってエッジを強調 し2値 化 し

た後,線 画化を行う方法が考えられるが,現 時点

ではまだまだ自動線画化は困難である。 さりとて

マニュアルで作製するのはかな り面倒である。

 他に何か,よ い数量化法はないのであろうか。

種々試みた結果,次 の方法を考え出した。家 を立

体の集まりと捉え,部 屋を構成する大 きさ以上の

できるだけ少ない直方体の集まりとして直方体数

Bを 数える。さらに,こ れに載っている屋根の数

Rを 加える。ただし,陸 屋根は加えない。 さらに

また,出 窓,ド ーマー,煙 突,ベ ランダとい った

大型装飾パーツの種類数Pを 加える。パーッ数で

はなく種類数 としたのは,例 えば,煙 突の 「豪華

さ」への効果は,2個 あれば2倍 の効果があるか

といえばそれほどではなく,大 型装飾パーッの効

果 は,種 類 数 が 主 と して効 くと判 断 した た め で あ る。 これ らB,R, Dを 用 い て イ メ ー ジ と の 重

回 帰 分析 を行 った 結 果 を,Table 4に 示 す 。屋 根 数Rの 寄 与 はあ ま り大 き くな く,直 方 体 数Bと 大

型 装 飾パ ー ッ種類 数Dを 用 い れ ば重 相 関係 数0.88の 回帰 式 が得 られ た。 「豪 華 な」 イ メ ー ジGの 予

測 式 は 以 下 の 通 りで あ る。

 G=0.72E十1.93 D-3.43

 直 方体 数Bの 係 数 が0.72で あ るの に対 して,大 型 装 飾 パ ー ッ数Dの 係 数 が1.93と 大 きい 。 外 形 を

出 入 りの あ る入 り組 ん だ 形 と しBを 増 や す 代 わ りに,大 型装 飾 パ ー ッ種 類 数Dを 増 す こ と に よ り,

豪 華 さを確 保 す る こ とが で きる こ とを示 唆 して い る 。 現 実 問 題 と して,直 方 体 数 を増 す こ と は,

土 地 の広 さ の 割 に床 面積 が小 さ くな り,か つ 床 面積 の 割 に 費 用 が か か りコ ス ト ・パ ー フ ォ ー マ ン

ス は よ くな い 。 直方 体 数 の少 な さ を,大 型 装 飾 パ ー ツ の種 類 数 で カ バ ー し よ う とす る 最 近 の プ レ

ハ ブ ・メ ー カ ー の傾 向 と,こ の結 果 は よ く一 致 して い る 。

 Table 4の 標 準 偏 回帰 係 数 は, Bに つ い て は0.42, Dに つ い て は0.62で あ る 。 Bの 取 り う る範 囲
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             Table 4 住 宅外 形 の各 種 特 徴 量 と イ メー ジ の 重 相 関

       Multiple correlation coefficients between psychological images and

       nu皿erical characteristics of exterior form of houses

                      標 準 偏 回 帰 係 数              重 相 関 係 数

               Standard partial regression coefficients      Multiple

            直 方体 数 B    屋 根 数 R   大 型 装 飾 パ ー ツ数Z) correlation

            Number of    Number of  Large decorative  coefficients

          consisting boxes       roofs          portions

   豪 華 な      0.34       0.02       0.68      0.92

  gorgeous          O.34                            0.69            0.92

  住 み た い      0.42       0,07       0.56      0.90

 1ike to live in I      O.44                            0.59      1    0.90

  モ ダ ンな       0.20        0.04        0.7s       O.82

  modern  I   O.22                 0.77   1  0,82

線 画 で の ア ンケ ー ト結 果 使 用

Result of gestionnaire using line drawing samples were used for regression analysis.

            Table 5 住 宅 外形 の イ メ ー ジ予 測 式

For皿llll for prediction of psychological images of exterior form of houses

           イ メ ー ジ          予 測 式

      Psychological images    Prediction formula

      豪 華 な gorgeous      G=0.72 B+1.93D-3.43

      住 み た い 1ike to live in   L=0.63B十1.12D-2.47

      モ ダ ン な modern      M=0.32.B+1.55 D-2.20

 線 画 で の ア ンケ ー ト結 果使 用

 Result of gestionnaire using line drawing samples were used for regression analysis.

 B,Dに つ い て はTable 4参 照 。

 Refer to Table 4 for B and D.

はDの 範 囲 よ り大 きい の で,結 局,両 者 の 「豪 華 さ」 へ の寄 与 は,予 測 式 の 係 数 に は 差 は あ る が

項 目 と して の寄 与 は 同程 度 で あ る(Table 4及 び5)。

 なお,Fig.14よ り,予 測 値Gが あ る一 定 以 上 とな る とイ メ ー ジ得 点 は,予 測 した ほ ど に は上 が ら

ない 傾 向 が 読 み とれ る 。

 「豪 華 な」 と 同 じ傾 向が,「 住 み た い 」 に つ い て も観 察 され た(Fig,15)。

3.4 現 在 の 住 宅 写 真 の み に よ る イメ ー ジ 調査 結 果 と考 察

3.4.1 ア ン ケ ー ト方 法

 Fig.16に 最 近 の 住 宅 や 海 外 の 住 宅 の写 真30枚 を示 す 。9.8cm×12.6cm×5mm厚 の ス チ ロ ー ル 板

に貼 った これ らの カ ラ ー写 真 サ ン プル を用 い て,「 豪 華 な」 「住 み た い 」 「洋 風 な 」 「す っ き り

した 」 イ メー ジ につ い て,前 述 と同 じ方 法 で ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た 。 被 験 者 は,京 都 大 学 の 男

子 学 生11名 の み で あ り,被 験 者 数 と して は十 分 な もの で は なか っ た が,種 々示 唆 に 富 ん だ結 果 が



得 られ た の で 以下 に述 べ る 。

3.4.2 結 果 及 び考 察

 広 い 年 代 に わ た る住 宅 に関 す る前 述 の ア ンケ ー トに比 べ る と,こ の ア ン ケ ー ト結 果 は イ メ ー ジ

の 幅 が 狭 く,Fig.17に 示 す よ う に,「 豪 華 な」 の イ メ ー ジ の幅 は3.06で あ り,前 述 の 白黒 写 真 を用

い た ア ンケ ー ト結 果 が11.65で あ った の に対 し,そ の0.26倍 で あ っ た。 ま た, 「住 み た い」 イ メ ー

ジ の幅 は2.21(Fig.18)で あ り,前 述 の ア ンケ ー トの イメ ー ジ 幅 が7.36で あ った の に対 しo.30倍 で

あ っ た。 最 近 売 られ て い る住 宅 で,比 較 的 「豪 華 な」,互 い の イ メ ー ジ差 の小 さ な 写 真 が 多 か っ

た こ とが,そ の要 因 と考 え られ る。 この よ うに イ メ ー ジ の差 の 小 さな 場 合 で は,家 の 広 さ,外 壁

の 色 調 ・材 質 感,植 木 な どの 外 構 の 影響 も大 き く関係 して い る。

 「住 み た い 」 と 「豪 華 な」 イメ ー ジ との イ メ ー ジ相 互 の 相 関 係 数 も0.72と 前 述 の ア ンケ ー トに 比

べ 小 さい 。

 Figs.17及 び18に 直 方体 数 と 「豪 華 な」 及 び 「住 み た い」 の 関係 を示 した 。0.37及 び0,44と あ ま

り高 い相 関 係 数 で は な く,直 方 体 数,屋 根 数,大 型 装 飾 パ ー ッ 数 を説 明 変 数 と し て 用 い た 重 相 関

係 数 で も,0.48及 び0.57で あ っ た 。

 「洋風 な 」 の イ メ ー ジ に関 して は,和 風 か 洋 風 か の 判 断 が比 較 的 つ き易 い の で,イ メ ー ジ 幅 が

7.7sと 大 き く,Fig.19に 示 す よ う に直 方 体 数 と一〇.69の負 の相 関 が あ っ た 。 Fig.20に 直 方 体 数Bと 屋

根 数Rと を用 い た 「洋 風 な」Eの 重 回帰 予 測 の結 果 を示 す 。予 測 式 は,

 E_-0.74B-0.76 R十5.17

重 相 関係 数 は0.76で あ っ た。 外 形 に部屋 の前 後 の 出入 りが あ り,屋 根 の 数 の 多 い ほ ど和 風 の イ メ ー

ジ が 高 い こ と を示 して い る 。

 現 代 の住 宅 写真 を用 い た ア ンケ ー トで は,直 方 体 数 や大 型 装 飾 パ ー ツ種 類 数 の み で の 「豪 華 な 」
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イメージの精度よい予測は困難であり,外 壁材の質感や色調の影響 も考慮する必要がある。

                 4.結   言

 以上,住 宅のイメージ,特 に 「豪華な」イメージと関連する住宅外形の特徴の数量化 を試みた。

ここ30年余に販売された住宅の写真及びその線画によるイメージを調査 し,そ の結果を うまく説

明で きる住宅外形の特徴量を種k考 えてみた。年代とともにより 「豪華な」 「住みたい」イメー

ジの住宅を販売する傾向があり,外 形のより複雑な住宅をハウス ・メーカーは年々提案 している。

複雑な住宅ほど,線 画化 された外形の交点数が多 くなる傾向のあることに着 目し,交 点数 と 「豪

華な」 「住みたい」 との関係を調べた結果,こ れらの間に相関係数0.81,0.79と 高い相関のあるこ

とを明らかにした。また,こ れとは異なる数量化法 として,直 方体数Bと,バ ルコニーや出窓,

ドーマーなどの大型装飾パーツ種類数Dを 用いて,「 豪華 さ」Gを 予測する式,

 G=0.72B十1.93 D-3.43

を提案 した。

 一方,「 洋風な」イメージは,直 方体数B及 び屋根数Rと は負の相関にあり,「 洋風な」イメー

ジEの 予測式として次式

 E=-0.74E-0.76 R十5.17

が得 られた。

 本研究での,イ メージに基づ く形の数量化の試みは,視 覚 に基づ く心理的イメージを科学的に

扱 うために今後とも重要な課題となるものと考えられる。色彩はHV/0やL'a'b"な どの3つ

の数値で表すことができる。しかし形やパターンの特徴をイメージに基づいて数量化 した例はほ

とんどない。著者は,ち らつきに基づくパターンの数量化法3)を 既に提案 しているが,今 後 とも,

種々のイメージに基づ くパターンの数量化法が試み られ蓄積 されるならば,種 々の視覚 イメージ

も,芸 術の領域のみにとどまらず,い ずれ科学の領域にはいるもの と確信 している。
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                        Summary 

 Prediction of psychological images of houses, for example, "gorgeous", "like to live in", 
"modern" and "European style" were tried using some numerical characteristics of the 

exterior forms of houses. Questionnaires using 25 photo samples of houses sold in recent 

30 years were distributed. Samples of line drawing of the same houses of photo samples 

were also used to make it clear the effect of exterior form of houses eliminating the in-

fluence of texture of walls, garden trees, fences and other factors. The following results 

were obtained from the questionnaires: The newer the commencing year of sale of a house 

is, the more "gorgeous", more "like to live in" and more "modern" a house becomes. The 

more the number of intersections of a line drawn house, the more "gorgeous" a house be-

comes. The coefficient of correlation was high as o.81. Other numerical characteristics of 

exterior form of houses were developed to predict "gorgeous" image, for example, num-

ber of constituting boxes(bigger than a room) of houses B, number of roofs(except flat 

roofs)  R, number of kinds of large decorative portions D, for example, dormers, chimneys, 

bow windows, verandah and so on. The proposed formula for prediction of "gorgeous" 

image G was as follows; 

 G=0.72B+1.93D-3.43 
 "Like to live in" image had high correlation with "gorgeous" image. On the other hand, 

prediction formula of "European style" image E was as follows; 
 E=  —  0.74B—  0.76R+  5.17


